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　1月1日から3月31日まで、可睡斎の瑞龍閣でぼた
ん展が開かれています。つるし雛やビーズアートも飾ら
れ、訪れた方の目を楽しませてくれます。
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あでやかに咲く大輪のぼたん
（可睡斎室内ぼたん庭園）



中部電力浜岡原子力発電所に関する決議を可決
　市議会は、11月定例会を、11月29日から12月21日までの23日間の会期で開催しました。
　今定例会では、平成23年度一般会計補正予算をはじめ、袋井市暴力団排除条例の制定や公共施
設の指定管理者の指定など15議案と2件の報告、議員から提出された1議案「中部電力浜岡原子力
発電所に関する決議」が上程され、採決の結果、いずれも原案のとおり可決しました。
　なお、市政に対する一般質問では、13人の議員が市長の見解をただしました。

11月
定例会

中部電力浜岡原子力発電所全景中部電力浜岡原子力発電所全景

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
、
3
9
0
0

万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、平
成
23
年
度
予
算
総
額
は
、

3
0
4
億
3
4
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
職
員
の
給
与
・
手
当
等
…
…
…
…
…
…
…
2
億
5
5
1
1
万
円

　

人
事
異
動
及
び
人
事
院
勧
告
、
災
害
対
応
な
ど
に
伴
う
給
料
や
退
職

手
当
を
含
む
職
員
手
当
の
増
減
に
よ
り
補
正
す
る
も
の
で
す
。

●
介
護
給
付
費
・
訓
練
等
給
付
費（
※
） …
…
…
…
9
1
1
0
万
円

　

障
害
者
自
立
支
援
施
設
の
利
用
者
数
の
増
加
に
伴
い
、
給
付
費
等
の

扶
助
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

●
農
業
施
設
災
害
対
策
事
業（
※
） …
…
…
…
…
…
2
1
0
0
万
円

　

台
風
15
号
に
よ
る
農
業
施
設
被
害
へ
の
対
応
と
し
て
、
施
設
復
旧
費

補
助
や
災
害
対
策
資
金
利
子
補
給
及
び
ビ
ニ
ー
ル
の
処
分
費
助
成
を
行

う
た
め
に
増
額
す
る
も
の
で
す
。

●
学
校
給
食
施
設
整
備
費
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
5
0
0
万
円

　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
用
地
造
成
に
係
る
山
林
伐
採
工
事
に
着
手
す

る
た
め
に
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

条　

例
（
主
な
も
の
）

《
制
定
》

●
袋
井
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
※
）

　

暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、
市
及
び
市
民
、
事
業
者

が
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
暴
力
団
の
排
除
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安

全
で
平
穏
な
市
民
生
活
を
確
保
し
、
社
会
経
済
活
動
の
健
全
な
発
展
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。
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□11月定例会の概要

《
改
正
》

●
袋
井
市
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

愛
野
駅
前
南
駐
車
場
に
お
け
る
定
期
駐
車
券
の
1
カ
月
単
位
を
、
現
状
の

「
月
の
初
め
か
ら
末
日
ま
で
」
か
ら
「
希
望
す
る
日
か
ら
1
カ
月
」
と
し
、
利

用
者
が
使
用
期
間
を
設
定
で
き
る
よ
う
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
自
転
車
等
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

袋
井
駅
東
自
転
車
等
駐
車
場
に
お
け
る
一
時
利
用
券
を
、
24
時
間
販
売
可
能

と
す
る
よ
う
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

人　

事

●
人
権
擁
護
委
員

　

前
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
長
の
推
薦
す
る
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
ら
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

・
新
任　

寺
田　

円
（
長
溝
）　
　

・
再
任　

永
井　

千
恵
子
（
下
久
能
）

　

一　

般
（
そ
の
他
）

●
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

次
の
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。（
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
）

◎
月
見
の
里
学
遊
館
・
月
見
の
里
公
園
（
※
）

　
　

指
定
管
理
者
…
袋
井
市
文
化
協
会
グ
ル
ー
プ
（
3
年
間
）

◎
袋
井
・
浅
羽
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
袋
井
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　

指
定
管
理
者
…
株
式
会
社
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ
（
2
年
間
）

◎
袋
井
市
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ラ
イ
フ
袋
井
）
（
※
）

　
　

指
定
管
理
者
…
日
本
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
（
2
年
間
）

●
避
難
所
生
活
用
間
仕
切
り
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

避
難
所
に
お
い
て
、
最
低
限
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る
間
仕
切
り
（
2
3
4
0

セ
ッ
ト
）
を
補
充
す
る
た
め
、
物
品
売
買
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　

議
員
発
議

市
民
の
安
全
・
安
心
が
担
保
さ
れ
な
い
限
り
、施
設
の
再
稼
働
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
注
）…（
※
）
は
、
10
〜
11
ペ
ー
ジ
の
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
項
目
で
す
。

中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
決
議
（
全
文
）

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
い
ま

だ
収
束
の
目
処
も
た
た
ず
、
こ
れ
ま
で
に
類
を
み
な
い
深
刻
な
事
態
と
な
り
、
原
子

力
発
電
所
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
と
と
も
に
、
周
辺
地
域
で

は
多
く
の
住
民
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今
も
な
お
、
い
つ
戻
れ
る
か
不
安
の
中

で
生
活
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
放
射
性
物
質
の
放
出
は
、
子
ど
も
た
ち
な
ど
へ
の
健
康
被
害
が
将
来
に
わ

た
り
心
配
さ
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
遠
く
離
れ
た
地
域
の
農
畜
産
物
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
影
響
に
よ
り
、
本
市
で
も
、
食
に
対
す
る
不
安
を
一
掃

す
る
た
め
に
学
校
給
食
用
食
材
の
放
射
性
物
質
の
測
定
を
開
始
し
、
食
の
安
全
確
保

に
努
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
更
に
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
茶
業
に

も
安
全
不
信
に
よ
る
経
済
的
被
害
を
与
え
る
な
ど
、
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
示
す
よ
う
に
原
子
力
発
電
所
は
、
一
度
事
故
が
起
こ
れ
ば
周
辺
地

域
の
住
民
の
生
活
は
も
と
よ
り
、
我
が
国
の
経
済
の
み
な
ら
ず
国
際
評
価
に
も
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。

　

中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
は
、
東
海
地
震
の
想
定
震
源
域
の
真
上
に
立
地

し
、
東
南
海
・
南
海
と
合
わ
せ
て
の
3
連
動
地
震
も
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
大
地
震
が
発
生
し
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
失
わ
れ
れ
ば
、
広
範
囲

で
の
影
響
は
計
り
し
れ
な
い
。
原
子
力
発
電
所
か
ら
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
位
置

し
て
い
る
本
市
に
お
い
て
は
、
住
民
の
生
命
と
財
産
を
第
一
に
考
え
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現
在
、
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
は
、
国
の
要
請
に
よ
り
運
転
を
停
止
し
て

い
る
が
、
原
子
炉
に
は
低
温
状
態
で
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
燃
料
棒
等
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
長
期
に
わ
た
っ
て
安
全
に
冷
却
す
る
こ
と
を
中
部
電

力
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
危
機
管
理
対
策
が
万
全
に
な
さ
れ
、

市
民
の
安
全
・
安
心
が
担
保
さ
れ
な
い
限
り
、
施
設
の
再
稼
働
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成
23
年
12
月
21
日

            

静
岡
県
袋
井
市
議
会
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選
挙
事
務
の
見
直
し
を

検
討
す
べ
き

期
日
前
投
票
時
の
宣
誓
書
を
事

前
配
布
し
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が

気
兼
ね
な
く
投
票
で
き
る
、
利
用
し

や
す
い
制
度
へ
の
改
善
は
で
き
な
い

か
。

期
日
前
投
票
を
よ
り
利
用
し

や
す
く
、
投
票
率
の
向
上
を
図
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
次
期
選
挙
に
お
い

て
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

開
票
作
業
の
迅
速
化
の
た
め
に

は
、
徹
底
的
に
無
駄
を
省
く
こ
と
や

自
動
読
み
取
り
機
の
増
設
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

開
票
時
間
の
短
縮
は
、
疑
問
票

の
判
定
に
対
す
る
効
率
的
な
処
理
方

法
の
検
討
や
、
開
票
事
務
の
入
念
な

事
前
準
備
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。
自

動
読
み
取
り
分
類
機
の
増
設
に
つ
い

て
も
検
討
し
、
開
票
作
業
の
一
層
の

迅
速
化
と
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
き

た
い
。

聴
覚
障
害
者
が
安
心
で
き
る

生
活
の
確
立
を

音
や
声
を
取
り
戻
し
た
人
工
内

耳
装
用
者
は
、
喜
び
の
反
面
、
機
器

利
用
に
伴
う
高
額
な
経
費
が
負
担
と

な
る
。助
成
の
実
施
は
で
き
な
い
か
。

人
工
内
耳
装
用
者
に
と
っ
て
、

そ
の
維
持
に
要
す
る
費
用
が
、
大
き

な
経
済
的
負
担
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
県
に
対
し
、
助
成
対
象
項
目
の

追
加
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

津
波
火
災
へ
の
対
策
は

浅
羽
南
地
域
の
津
波
避
難
対
象

区
域
に
は
、
消
防
法
で
定
め
る
危
険

物
が
2
9
3
4
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
貯
蔵

さ
れ
て
い
る
。
津
波
火
災
の
危
険
性

の
対
策
は
ど
う
か
。

危
険
物
施
設
の
実
態
調
査
は
、

既
に
実
施
済
み
で
あ
る
が
、
今
後
、

国
の
提
言
に
沿
っ
た
中
で
、
適
切
に

対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

浜
岡
原
発
に
お
け
る

リ
ス
ク
の
残
余
は

浜
岡
原
発
の
使
用
済
み
燃
料

は
、
ト
ー
タ
ル
で
9
0
2
5
体
が
存

在
す
る
。
そ
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。

重
大
な
リ
ス
ク
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
も
国
・
県
、
中
部

電
力
な
ど
の
動
向
も
注
視
し
、
必
要

な
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

給
食
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
量
を

公
表
し
て
は

給
食
ま
る
ご
と
ミ
キ
サ
ー
検
査

で
、放
射
性
セ
シ
ウ
ム
量
を
測
定
し
、

そ
の
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表

し
て
は
ど
う
か
。

検
査
体
制
を
整
え
て
、
年
内
に

は
専
門
機
関
に
委
託
す
る
方
法
で
、

市
独
自
で
食
材
の
放
射
線
量
の
測
定

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ベクレル表示放射線検知器

沼
上 

賢
次 

議
員

竹
原 

和
義 

議
員

開票に使用する自動読み取り分類機
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教
員
の
長
時
間
勤
務
の
解
消
を

「
残
業
が
1
カ
月
45
時
間
を
超

え
る
と
脳
・
心
臓
疾
患
が
高
ま
り
、

80
時
間
は
過
労
死
ラ
イ
ン
」（
厚
労

省
）
と
の
こ
と
。
教
職
員
の
時
間
外

勤
務
の
状
況
を
、
ど
う
把
握
し
、
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。

今
年
10
月
の
小
学
校
教
員
の
時

間
外
勤
務
の
平
均
は
48
・
5
時
間
、

中
学
校
教
員
は
72
・
3
時
間
で
あ
る
。

日
本
の
教
員
の
勤
務
時
間
は
、
国
際

的
に
見
て
長
い
。

長
時
間
勤
務
が
子
ど
も
た
ち
の

教
育
に
も
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い

る
。
長
時
間
勤
務
の
解
消
に
は
、
国

の
制
度
や
考
え
方
、
県
の
権
限
に
属

す
る
こ
と
が
多
い
が
、
市
と
し
て
も

努
力
す
べ
き
で
は
。

教
員
が
子
ど
も
と
向
き
合
う
時

間
や
、
授
業
準
備
の
時
間
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
使
命
感
や
意
欲
、
充

実
感
を
高
め
な
が
ら
指
導
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
実

現
し
て
い
き
た
い
。

遠
距
離
通
学
者
に
助
成
を

愛
野
駅
か
ら
の
2
台
の
バ
ス

は
、
袋
井
南
小
へ
の
通
学
者
で
満
員

と
い
う
異
常
な
状
況
で
あ
る
。
1
カ

月
定
期
代
が
3
0
0
0
円
程
度
か
か

る
が
、
当
然
、
助
成
す
べ
き
で
は
。

市
に
お
け
る
バ
ス
通
学
は
、
そ

れ
ぞ
れ
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
い

る
。
バ
ス
運
行
業
者
に
、5
路
線
分
、

年
間
約
1
5
0
0
万
円
の
補
助
を
し

て
い
る
。

浅
田 

二
郎 

議
員

生
活
環
境
の
整
備
に

お
く
れ
は
な
い
か

市
道
袋
井
上
貫
名
線
の
交
通
振

動
が
ひ
ど
い
。
舗
装
改
修
の
計
画
は

ど
う
か
。

根
本
的
な
舗
装
改
修
が
必
要
と

考
え
る
。
方
丈
交
差
点
よ
り
精
密
工

業
団
地
西
入
口
ま
で
の
区
間
に
つ
き
、

路
面
状
況
や
振
動
の
発
生
状
況
に
よ

り
、
緊
急
性
の
高
い
区
間
か
ら
、
計

画
的
に
工
事
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

袋
井
地
区
を
流
れ
る
排
水
路

（
通
称
「
大
ど
ぶ
」）
は
、
悪
臭
や
老

朽
化
に
よ
る
傷
み
も
激
し
く
、
流
れ

も
悪
い
。
環
境
改
善
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

住
宅
密
集
地
を
流
れ
る
本
排

水
路
の
改
修
工
事
は
、
現
実
的
に
は

大
変
困
難
で
あ
る
。
今
後
は
、
水
の

溜
ま
る
箇
所
や
破
損
箇
所
の
補
修
を

し
、
根
本
解
決
に
向
け
、
市
と
地
域

が
一
緒
に
な
り
、
計
画
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
。

住
宅
耐
震
診
断
の対

象
拡
大
を

平
成
12
年
の
建
築
基
準
法
改
正

ま
で
に
建
て
た
住
宅
の
83
%
は
、
耐

震
性
に
問
題
あ
り
と
の
デ
ー
タ
が
あ

る
。
耐
震
診
断
の
対
象
を
拡
大
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
ま
ず
は
昭

和
56
年
5
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅
に
つ
い
て
、
耐
震
化
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
。
耐
震
診
断
の

対
象
拡
大
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

田
中 

克
周 

議
員

愛野駅に発着する路線バス

交通振動が課題の市道袋井上貫名線
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（
仮
称
）大
日
ほ
た
る
の
里
公
園
の

利
活
用
方
法
は

公
園
内
の
地
層
や
化
石
等
の
資

源
を
、
学
習
指
導
の
一
環
と
し
て
勧

め
る
べ
き
だ
。

重
要
な
自
然
遺
産
が
身
近
に
あ

る
学
習
環
境
な
の
で
、
多
く
の
子
供

た
ち
が
、
貴
重
な
資
源
を
次
代
に
伝

え
て
い
く
人
材
と
し
て
育
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

生
活
保
護
者
に
対
す
る

本
市
の
対
応
は

働
け
る
年
代
に
お
け
る
生
活
保

護
受
給
者
の
増
加
割
合
は
ど
う
か
。

ま
た
、
市
と
し
て
雇
用
対
策
を
し
て

い
る
の
か
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
と
現

在
と
で
は
、
約
6
倍
の
70
世
帯
と
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。
雇
用
対
策
に
つ
い

て
は
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
の
指
導
や
、

N
P
O
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
に
よ

る
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

 

自
転
車
等
の
安
全
の
た
め

迂
回
路
を
利
用
す
べ
し

県
道
袋
井
春
野
線
の
横
手
橋
か

ら
周
南
中
付
近
の
信
号
機
ま
で
は
、

宇
刈
川
左
岸
堤
防
に
誘
導
す
る
よ
う

な
道
案
内
看
板
や
防
犯
灯
を
設
置
し

た
ら
ど
う
か
。

河
川
管
理
者
で
あ
る
県
な
ど
と

協
議
し
て
、
転
落
防
止
柵
等
の
安
全

施
設
の
設
置
も
考
慮
し
た
中
で
、
看

板
や
防
犯
灯
の
設
置
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

上
山
梨
第
三
土
地
区
画
整
理
と

ま
ち
づ
く
り

整
備
区
域
約
11
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
う
ち
、
優
先
し
て
事
業
化
す
る
西

側
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
残
り
4
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
含
む
未
整
備
地
域
の
、
今

後
の
方
針
は
ど
う
か
。

西
側
部
分
に
つ
い
て
は
、
新
し

い
推
進
体
制
の
も
と
、
平
成
24
年
夏

の
組
合
設
立
を
目
指
す
。
断
念
し
た

4
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
住
宅

密
集
地
を
含
め
、
引
き
続
き
研
究
し

て
い
き
た
い
。

宇
刈
一
色
・
三
沢
地
域
の
開
発
は

昭
和
50
年
代
前
半
か
ら
15
年

も
、
瓦
れ
き
な
ど
不
燃
物
を
受
け
入

れ
た
地
域
で
あ
り
、
周
辺
整
備
が
必

要
と
思
う
が
。

計
画
で
は
「
健
康
や
す
ら
ぎ
の

丘
ゾ
ー
ン
」と
位
置
づ
け
て
い
る
。様
々

な
活
性
化
策
を
探
る
中
で
、
土
地
利
用

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
の
対
策
は

現
在
の
被
害
状
況
と
、
猟
友
会

と
の
協
力
を
含
め
た
対
策
は
ど
う
か
。

被
害
件
数
、
捕
獲
頭
数
と
も
増

加
し
て
い
る
。
現
在
、
電
気
柵
や
網

な
ど
の
資
材
購
入
費
の
助
成
を
行
っ

て
お
り
、
箱
わ
な
も
、
さ
ら
に
増
設

し
た
い
と
考
え
る
。
今
後
も
、
猟
友

会
袋
井
支
部
と
連
携
し
、
パ
ト
ロ
ー

ル
や
捕
獲
な
ど
の
効
果
的
な
対
応
に

努
め
た
い
。

山
田 

貴
子 

議
員

佐
藤 

省
二 

議
員

上山梨第三土地区画整理事業の対象区域

化石が展示される（仮称）大日ほたるの里公園
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子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の

制
度
案
を
受
け
て

本
年
7
月
に
国
か
ら
発
表
さ
れ

た
「
中
間
と
り
ま
と
め
案
」
を
ど
う

受
け
止
め
た
か
。

幼
保
一
体
化
の
「
総
合
施
設
」

や
、
保
護
者
に
対
す
る
個
人
給
付
を

基
礎
と
す
る
「
こ
ど
も
園
給
付
」
な

ど
の
創
設
の
ほ
か
、
保
護
者
自
身
が

直
接
施
設
を
選
択
し
、
申
し
込
み
す

る
こ
と
や
、
子
育
て
に
関
す
る
全
て

の
財
源
を
一
元
化
す
る
こ
と
な
ど
が

示
さ
れ
た
。
本
年
末
の
最
終
案
を
受

け
、
問
題
・
課
題
な
ど
検
討
し
て
い

く
。

本
市
の
公
立
幼
稚
園
・
保
育
所

の
誇
れ
る
歩
み
を
体
系
的
に
整
理
し

て
お
く
こ
と
は
、
今
後
を
考
え
る
上

で
必
要
と
思
う
が
。

今
ま
で
の
本
市
の
幼
稚
園
教
育

及
び
保
育
園
保
育
を
ま
と
め
、
よ
い

と
こ
ろ
を
引
き
継
げ
る
よ
う
、
研
究

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

自
転
車
の
「
原
則
車
道
通
行
」

の
安
全
確
保
は

車
道
走
行
は
大
変
危
険
で
あ

る
。
今
後
の
道
路
行
政
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

国
や
警
察
庁
で
は
、
自
転
車
の

走
行
区
間
を
確
保
す
る
た
め
の
、
自

治
体
向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す

る
方
針
で
あ
る
。
そ
れ
を
参
考
に
、

自
転
車
で
移
動
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
た
計
画
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
。

寺
井
紗
知
子 

議
員

久
野
城
址
の
整
備
と
活
用

久
野
城
址
公
園
の
芝
生
や
樹
木

の
手
入
れ
は
行
き
届
い
て
い
る
か
。

ま
た
、
城
址
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
る

高
見
や
ぐ
ら
の
建
設
を
進
め
る
考
え

は
あ
る
か
。

範
囲
が
広
く
、
竹
や
雑
草
が
多

い
た
め
、作
業
時
期
を
工
夫
し
た
り
、

利
用
者
の
多
い
場
所
に
つ
い
て
は
、

除
草
回
数
を
ふ
や
し
て
い
き
た
い
。

高
見
や
ぐ
ら
に
つ
い
て
は
、
史
実
を

確
認
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
な
復
元
が

適
切
な
の
か
を
含
め
検
討
し
た
い
。

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
地
域
外
交

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
文
化
・
経
済

交
流
が
、
地
域
レ
ベ
ル
で
も
広
が
っ

て
い
る
。
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

商
工
会
議
所
な
ど
と
も
連
携
し

て
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。
ベ
ト
ナ

ム
訪
問
の
企
画
が
実
現
す
れ
ば
、
市

長
と
し
て
も
訪
問
を
考
え
た
い
。 

P
P
S
と
の
契
約
の
検
討
は

電
力
自
由
化
の
制
度
に
よ
り
、

公
共
施
設
の
電
気
料
を
節
約
す
る
自

治
体
が
あ
る
。
当
市
で
は
P
P
S　

（
特
定
規
模
電
気
事
業
者
）
と
の
契

約
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

現
在
は
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
し

て
い
る
た
め
、
経
費
の
節
約
効
果
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
値
段
の
動
向
等
に

注
視
し
、
可
能
な
限
り
経
費
節
減
で

き
る
電
力
購
入
体
系
を
と
っ
て
い
き

た
い
。

寺
田 　

守 

議
員

掛之上の自転車歩行者道

市民に広く利用される久野城址
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震
災
瓦
れ
き
の
受
け
入
れ
と

そ
の
対
応
は

県
の
瓦
れ
き
受
け
入
れ
要
請
に

つ
い
て
、
本
市
と
し
て
の
考
え
は
。

県
市
長
会
の
決
意
に
沿
っ
て
、

被
災
地
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え

る
。
受
け
入
れ
る
場
合
に
は
、
放
射

能
汚
染
に
対
す
る
安
全
が
十
分
担
保

さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
風
評
被
害
が

生
じ
な
い
よ
う
万
全
の
体
制
で
あ
る

こ
と
な
ど
が
前
提
で
あ
る
。

瓦
れ
き
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
、
住
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
理

解
を
求
め
て
い
く
の
か
。

放
射
能
に
対
す
る
不
安
や
風

評
被
害
の
心
配
は
、
多
く
の
方
か
ら

伺
っ
て
お
り
、
先
日
、
茶
業
関
係
者

か
ら
も
要
望
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
国
や
県
と
も
連
携
し
た
中
で
、

関
係
業
者
及
び
地
元
の
方
々
と
の
説

明
会
な
ど
を
設
け
、
理
解
を
求
め
て

い
き
た
い
。

農
業
施
設
に
お
け
る

地
震
津
波
対
策
は

浅
羽
揚
水
機
場
及
び
附
帯
す
る

農
業
施
設
に
対
し
、
国
に
対
策
を
要

請
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

浅
羽
揚
水
機
場
は
、
現
在
ま
で

耐
震
診
断
も
実
施
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
津
波
に
よ
る
浸
水
も
考
え
ら
れ

る
た
め
、
浅
羽
揚
水
機
場
施
設
管
理

強
化
推
進
委
員
会
な
ど
で
協
議
し
、

さ
ら
に
国
へ
要
請
を
し
て
い
き
た

い
。

原
子
力
防
災
へ
の
取
り
組
み
は

緊
急
防
護
措
置
計
画
範
囲
が
30

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
に
拡
大
す
る
方
向

に
あ
る
。
中
電
と
関
係
5
市
2
町
の

「
情
勢
連
絡
会
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
原

子
力
安
全
協
定
を
結
ぶ
べ
き
で
は
。

福
島
第
一
原
発
事
故
の
悲
惨
な

実
態
か
ら
、
で
き
る
限
り
早
期
に
中

電
と
締
結
し
た
い
。
県
や
関
係
市
町

と
連
携
・
調
整
を
図
る
中
で
最
大
限

努
力
し
て
い
き
た
い
。

国
の
防
災
指
針
の
提
示
を
待
つ

こ
と
な
く
、
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
や
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
考
え
は

な
い
か
。

浜
岡
原
発
事
故
な
ど
に
対
応

し
た
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
避

難
訓
練
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る

が
、
県
か
ら
、
国
や
県
の
避
難
計
画

と
整
合
性
を
図
っ
た
上
で
計
画
を
策

定
す
る
よ
う
指
示
が
出
さ
れ
て
い

る
。
県
の
「
原
子
力
防
災
対
策
研
究

会
」
の
情
報
を
収
集
し
、
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。

新
病
院
へ
の
公
共
交
通

ア
ク
セ
ス
の
検
討
状
況
は

公
共
交
通
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
に
お
い
て
、
新
病
院
へ
の
バ
ス

路
線
の
協
議
状
況
は
ど
う
か
。

民
間
事
業
者
は
市
の
補
助
金

な
し
で
は
運
行
で
き
な
い
と
し
て
お

り
、
市
補
助
に
よ
る
運
行
を
含
め
協

議
を
進
め
て
い
る
。
自
主
運
行
バ
ス

は
、
現
行
路
線
を
基
本
に
、
新
病
院

ア
ク
セ
ス
路
線
に
接
続
が
で
き
る
よ

う
調
整
作
業
を
し
て
い
る
。

寺
井 

雄
二 

議
員

高
橋 

美
博 

議
員

地震・津波対策が望まれる浅羽揚水機場

アクセスが検討されている新病院の工事現場
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定
住
人
口
増
加
施
策
の

取
り
組
み
は

本
市
の
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
」
全
国
第
28
位
、
県
内
第
1
位
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

人
口
当
た
り
の
都
市
公
園
面
積

や
、
世
帯
当
た
り
の
新
設
住
宅
着
工

戸
数
な
ど
の
指
標
が
評
価
さ
れ
た
と

考
え
て
い
る
。
一
方
、
住
居
水
準
充

実
度
や
、
人
口
当
た
り
の
病
院
・
診

療
所
数
、
医
師
数
な
ど
が
低
い
順
位

と
な
っ
て
お
り
、
克
服
す
べ
き
課
題

で
あ
る
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
番
組
放
送
、

記
事
掲
載
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
「
ふ
く
ろ
い
」
の
魅
力
を
P
R
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

本
市
で
は
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

新
聞
な
ど
の
報
道
機
関
に
は
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
は
じ
め
、
旬
な
情

報
を
毎
日
提
供
し
て
い
る
。今
後
も
、

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
戦

略
を
も
っ
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

本
市
の
農
業
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は

本
市
は
、
全
国
で
も
有
数
の
農

業
を
営
む
地
域
資
源
や
環
境
、
人
材

が
整
っ
て
い
る
。
よ
り
効
果
的
な
事

業
展
開
を
図
る
考
え
は
。

異
業
種
間
交
流
に
よ
る
農
商
工

連
携
や
6
次
産
業
化
な
ど
、
新
た
な

産
業
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
新
東
名
開
通
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
設
置
な
ど
も
、
絶
好
の
機
会
と

し
て
と
ら
え
て
い
き
た
い
。

大
場 

正
昭 

議
員

小
笠
山
山
麓
を

防
災
拠
点
化
し
て
は
ど
う
か

工
業
用
地
開
発
と
あ
わ
せ
て
、

小
笠
山
山
麓
を
本
市
の
防
災
拠
点
と

し
て
、
多
目
的
利
用
を
図
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

本
地
域
は
海
岸
か
ら
離
れ
て
お

り
、ま
た
丘
陵
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

防
災
拠
点
と
し
て
は
良
い
場
所
で
あ

る
と
考
え
る
。
今
後
示
さ
れ
る
国
の

防
災
計
画
や
県
の
第
4
次
地
震
被
害

想
定
を
踏
ま
え
、
研
究
し
て
い
き
た

い
。

小
笠
山
山
麓
を
避
難
防
災
拠
点

と
し
、
浅
羽
南
部
地
域
と
を
結
ぶ
避

難
弾
丸
道
路
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

南
北
を
結
ぶ
避
難
道
路
の
整
備

等
を
含
め
、
一
刻
も
早
く
避
難
が
可

能
と
な
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
津
波

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
や
、
今

後
発
表
さ
れ
る
県
の
第
4
次
地
震
被

害
想
定
に
お
け
る
津
波
浸
水
区
域
の

結
果
等
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

市
内
企
業
の
動
向
を

把
握
し
て
い
る
か

東
日
本
大
震
災
以
降
、
市
長
に

よ
る
市
内
企
業
の
訪
問
等
を
行
っ
た

か
。
ま
た
そ
の
結
果
は
。

津
波
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
市
南

部
地
区
を
中
心
に
訪
問
し
た
。
避
難

施
設
整
備
へ
の
補
助
制
度
創
設
な
ど

の
意
見
を
伺
い
、
9
月
補
正
で
反
映

し
た
。
今
後
も
積
極
的
に
訪
問
し
、

市
内
で
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う

対
応
し
た
い
。

芝
田 

禮
二 

議
員

津波対策が検討される浅羽海岸

効果的な事業展開が望まれる袋井市の農業

市議会だより
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市政に対する 一 般 質 問



常任委員会レポート常任委員会レポート 平成23年度一般会計の補正予算をはじめ、条例の制定・
改正などの議案を各常任委員会で審査しました。

身
近
な
防
犯
対
策
の

定
期
的
な
周
知
が
必
要

犯
罪
の
未
然
防
止
に
取
り
組

む
た
め
に
は
、
広
報
紙
で
の
定
期

的
な
周
知
が
必
要
で
は
。

犯
罪
の
未
然
防
止
に
は
、
広

報
・
啓
発
活
動
は
大
変
有
意
義
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
袋
井
警
察
署
と

の
連
携
の
も
と
、
広
報
紙
へ
の
記

事
掲
載
を
は
じ
め
、
様
々
な
手
段

で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

消
防
団
の
出
動
要
請
区
域
を

見
直
す
べ
き
で
は

中
遠
地
域
の
消
防
本
部
の
広

域
化
に
合
わ
せ
、
消
防
団
の
出
動

要
請
範
囲
を
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。消

防
団
の
出
動
範
囲
に
つ
い

て
は
、
消
防
広
域
化
の
進
捗
状
況

に
合
わ
せ
、
ま
た
磐
田
市
・
森
町

消
防
団
と
も
協
議
を
進
め
検
討
し

て
い
き
た
い
。

発
達
段
階
に
即
し
た

運
動
遊
び
が
必
要

幼
稚
園
・
保
育
所
に
お
い
て

は
、
丈
夫
な
体
、
安
定
し
た
情
緒

の
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必

要
で
は
。

年
齢
ご
と
の
発
達
段
階
を

踏
ま
え
た
保
育
指
導
計
画
を
作
成

し
、
運
動
的
遊
び
、
園
外
で
の
体

を
使
っ
た
遊
び
、
季
節
な
ら
で
は

の
体
験
な
ど
を
計
画
的
に
取
り
入

れ
、
心
身
の
発
達
を
促
す
指
導
に

努
め
て
い
る
。

髙
木 

清
隆 

議
員

■総務委員会
●袋井市同報無線統合卓売買契約の締結
　

Q旧袋井市と旧浅羽町との同報無線
を統一するための統合卓が、低額

で落札された。業者から理由書の提出が
あったというが、どのような内容か。

A自社製であるため価格の低減が図
られるほか、十分な工事の経験と

資格があることから、低額でも対応が可
能であるとの内容であった。

●袋井市暴力団排除条例の制定

Qこの条例の罰則規定はどうなって
いるのか。また、過去に暴力団が

関わった事例は市内にあるのか。

A市の条例では、罰則規定は設けて
いないが、県の条例では、学校施

設周辺への暴力団事務所の新規開設運営
を禁止する項目に対して罰則規定を設け
ている。
　過去には、建設業や消費者関連の事件
で、暴力団が関係した事例があったと聞
いている。

平成23年4月に開設された袋井警察署

現在の同報無線操作卓（市役所内）

10市議会だより
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常任委員会レポート常任委員会レポート

■建設経済委員会
●一般会計補正予算（第5号）

―農業施設復旧事業補助金―

Q本当に困っている方たちへの支援
等が目的であったら、期限を今年

度中と区切るべきではないと考えるが、
申請受付及び事業完了の期間を区切った
理由は何か。

A本年度予算の中での事業というこ
とで、2月15日までの受付、3月31

日までの修繕等の完了と設定した。今
後、JAの部会や農業委員会、農業委員
会だより等で、広く農業者に周知してい
きたい。

●袋井市労働者福祉センター（サンラ
　イフ袋井）の指定管理者の指定　

Q指定管理をしていく中で、地域に
密着した活気ある施設となるよう

努力いただくとともに、外部からのノウ
ハウと袋井の文化との調和を図ってもら
いたい。また、老朽化している施設のグ
レードアップ化など、今一度検討してい
ただきたいがどうか。

A 指定管理業者と近隣企業や地域の
方々との連携の上で、管理運営を進

めていきたい。また、老朽化している箇
所は、運営の中で、指定管理者と一緒に
対応していきたい。

■民生文教委員会
●一般会計補正予算（第5号）
―訓練等給付金（障害者福祉事業費）―

Q 6,550万円増額されているが、平
成23年度に入って利用者が急増し

たことによる補正なのか。

A就労移行施設等への通所者が増えた
ための増額である。通所者は、平成

22年4月は39人だが、平成23年4月は65
人、9月は79人と、人数が大幅に増えて
いる。

●袋井市月見の里学遊館ほか1施設の
　指定管理者の指定

Q応募があった2社の比較で選択した
ということだが、2社のうちのどち

らかで決めるという大前提で選定をして
いないか。基準に達していない場合は、
両社とも不採用という考え方が必要では
ないか。

A審査の結果、どちらの業者も一
定の基準を満たしていると判断し

た。月見の里学遊館は、市民の力を借り
ながら協働で運営している中で、地元に
根ざした文化に強い力がある文化協会グ
ループが、大きな評価を受けた。

月見の里学遊館・月見の里公園労働者福祉センター（サンライフ袋井）

市議会だより
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2月市議会定例会のお知らせ
2月定例会の予定は次のとおりです。

【場 所】市役所5階議場及び各委員会室
【時 間】午前9時から
【日 程】
 2月 21日（火） 開会、議案の説明
  28日（火） 市政に対する一般質問
  29日（水） 市政に対する一般質問
 3月  1日（木） 市政に対する一般質問
  5日（月） 議案の審査（常任委員会）
  6日（火） 議案の審査（常任委員会）
  7日（水） 議案の審査（常任委員会）
  21日（水） 委員長報告～採決、閉会

　昨年は東日本大震災や台風15号など、自然災害の脅威
を目の当たりにした年でした。今年は市・議会・市民が一
丸となって、より安全安心なまちづくりを目指し、教訓を
活かした防災対策に取り組み実行していく年とします。
　さて、広報委員一同、「市議会だより」が、身近な市
政となるよう努力してきました。この思いが伝わるよう
今後も編集していきます。

赤外線補聴器段差解消機

あなたも議会を傍聴してみませんか。

市議会の中継（録画）放送・
会議録がご覧いただけます。

詳しくは袋井市のホームページからこのバナーを
クリックしてください。

編 集 後 記

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。
※足の不自由な方、妊婦の方なども、段差解消機を利用
　し傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、
　議会事務局へ声をおかけください。

新病院建設特別委員会（10/17、12/15） 
新病院の名称を「中東遠総合医療センター」に決定
　名称候補選定委員会において、次の理由によ
り、名称を決定したとの報告があった。
・中東遠地域の中核病院として、この地域全体の医
療を支える病院であることがイメージできる。
・袋井市と掛川市を含む地域の名称であり、地理的
にもイメージしやすい。
・「総合医療センター」とすることで、現病院との
混同を避けるとともに、急性期の高度医療を提供
する病院であることがイメージできる。

現市民病院利活用特別委員会（10/17） 
一次救急医療の休日夜間急患センター化に向けた
進捗状況を報告
　袋井市救急医療体制整備検討委員会から、「セン
ター方式へ変更すべき。医師会の理解と協力が得ら
れるように努力してほしい。」という協議結果が報
告された。
　これを受け、袋井市医師会内に一次救急検討委
員会を設置し、センター化の是非や診療内容につ
いて検討してきたが、8月31日の医師会総会では
意見集約ができなかったことから、再度、アンケー
ト調査を行い、方針を決定していく。

防災対策特別委員会（11/21、12/14） 
地震対策の新たな取り組みの骨子（案）、津波被
害軽減対策アクションプラン（案）を策定
　これまでの主要施策7項目に、新たに3項目を追
加し、地震対策の新たな取り組みの骨子(案)とし
て10項目を策定した。
　追加項目
　・津波被害への対策
　・地盤被害（液状化被害等）への対策
　・原子力災害への対策
　また、3連動による地震などにより、甚大な被害
が予想されることから、「津波被害軽減対策アクショ
ンプラン（案）」を策定している。

特別委員会報告

熱心な審議が行われている防災対策特別委員会




